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Ⅶ-8.条件の詳細設定（個人別） 

画面説明 

概 要 個人別のアラーム条件の詳細を設定します。

《条件の詳細設定(個人別)－共通部分ー 画面イメージ》 

4 

5 
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  (1) 詳細条件     登録されているアラームの詳細条件を一覧表示します。 
 
  (2) カテゴリ     個人別で出力するアラームのカテゴリを一覧表示します。 
             アラーム条件の詳細設定を行いたいカテゴリを選択してください。 
 
  (3) 抽出→      選択した詳細条件、カテゴリの登録内容を表示します。 
 
  (4) アラーム種類リンク 
             カテゴリにアラームの種類が複数存在する場合、アラーム種類のリ 
             ンクを表示します。アラーム種類名のリンクをクリックすると、該 
             当するアラーム種類の詳細設定部分を画面に表示します。 
 
  (5) 条件コード    詳細設定の条件コードを入力してください。（数字３桁） 
 
  (6) 名称       詳細設定の名称を入力してください。（全角６文字） 
 
 

《条件の詳細設定(個人別)－共通部分ー 項目説明》
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《条件の詳細設定(個人別)－条件入力ー 項目説明》
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  (1) 使用区分     使用するエラー／アラーム項目にチェックをつけてください。チェ 
             ックをつけると詳細を設定することができます。 
 
  (2) レベル      エラー／アラームを抽出できる権限としてパスワードレベルを設定 
             します。 
             同じ設定でも抽出する人のパスワードレベルにより出力可能・不可 
             能を制御できます。 
             例）レベル３ 
               レベル０～３ 出力可能 
               レベル４～５ 出力不可能 となります。 
 
  (3) アラームメッセージ 
             アラームリストに印刷するアラームメッセージをアラーム項目毎に 
             設定します。（全角５０文字） 
             設定したメッセージはリストの「コメント」に表示されます。 
 
  (4) 範囲       エラー／アラームとして抽出する値の範囲を設定します。 

《条件の詳細設定(個人別)－条件入力－ 画面イメージ》 
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  POINTPOINTPOINTPOINT 
 
    比較等号の設定について 
     項目毎に比較値を設定し、アラームとする範囲を設定します。 
     ※比較値の単位はアラーム項目毎に異なります。 
 
     具体例は「条件の詳細設定（職場別）」内のPOINTをご覧ください。 

  (5) 対象       アラーム抽出の対象を設定します。 
 
  (6) 対象勤務種類   「対象」で「選択」を設定した場合に登録されている勤務種類の中 
             から対象となる勤務種類を選択します。 
             ※「対象勤務種類」の他に「対象就業時間帯」があり、こちらの場 
              合は対象となる就業時間帯を選択します。 
 
  (7) 連続期間     アラーム値に該当する期間が連続で続いているケースを抽出する場 
             合に設定します。
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《条件の詳細設定（個人別） カテゴリ別アラーム項目説明》 
 １．スケジュール日次 

  ① エラー 

    エラー項目をチェックします。 

   個人スケジュールを１日毎にチェックし、アラームを抽出します。 

《時間チェック項目の設定 画面イメージ》 

1 

《時間チェック項目の設定 項目説明》

2 
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  (1) 時間項目一覧   選択可能な時間項目を一覧表示します。 
 
  (2) 加算項目     加算する項目を選択します。 
              
  (3) 減算項目     減算する項目を選択します。 

  POINTPOINTPOINTPOINT 
 
    時間チェック項目の設定について 
     加算項目、減算項目を組み合わせて、日別実績などで集計されていない時間のチェ 
     ックを行う場合に使用します。 
     例えば、残業を１０枠使いますが、残業時間１～残業時間３だけでアラーム抽出を 
     行いたい場合などに使用します。 

  (8) 時間項目設定   「選択」ボタンから「時間チェック項目の設定」画面を起動し、ア 
             ラーム抽出に使用する時間項目を設定します。
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   ③ 時間 

   ④ 連続時間 

   ・予定時間 
     ：個人スケジュールの日毎の予定時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。

   ・連続予定時間 
     ：予定時間がアラーム値に該当する日数が連続期間またはそれ以上に連続しているケ 
      ースを抽出します。

   ・スケジュール未作成 
     ：該当期間の個人スケジュールが作成されていないケースを抽出します。

   ② アラーム 

   ・複数回勤務 
     ：個人スケジュールに２回目勤務の設定されている就業時間帯が登録されているケー 
      スを抽出します。 
 
   ・特定日出勤 
     ：個人スケジュールが特定日として登録されている日に出勤となっている日を抽出し 
      ます。 
 
   ・スケジュール未確定 
     ：該当期間の個人スケジュールが確定されていないケースを抽出します。

    アラーム項目をチェックします。 

    時間項目をチェックします。 

    アラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、またはそれ以上に連続しているかど 
    うかをチェックします。 

   ・勤務種類未登録 
     ：個人スケジュールに登録されている勤務種類が勤務種類の登録で登録されていない 
      ケースを抽出します。 
 
   ・就業時間帯未登録 
     ：個人スケジュールに登録されている就業時間帯が就業時間帯の登録で登録されてい 
      ないケースを抽出します。 
 
   ・時間帯の重複 
     ：個人スケジュールに登録されている就業時間帯の打刻反映時間帯が前日・翌日のス 
      ケジュールと重複しているケースを抽出します。
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   ⑤ 連続（勤務／時間帯） 

   ① アラーム 

   ・連続勤務種類１～５ 
     ：対象勤務種類で選択した勤務種類が連続期間またはそれ以上に連続して個人スケジ 
      ュールに登録されているケースを抽出します。 
 
   ・連続就業時間帯１～５ 
     ：対象就業時間帯で選択した就業時間帯が連続期間またはそれ以上に連続して個人ス 
      ケジュールに登録されているケースを抽出します。

 ２．スケジュール月次

   ・（予定時間＋総労働時間）×基準単価 
     ：該当月の実績と予定からなる支給金額がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      ※割増率の設定がされていない場合には正しく求まりませんので必ず割増率の設定 
       を設定してから使用してください。 
 
   ・所定公休日数比 
     ：「公休日数の登録」で設定された公休日数に対し、現時点での予定と実績からなる 
      公休日数の取得比率がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・基準時間比（通常） 
     ：基準時間の登録（通常）で設定した月度の基準時間と、予定と実績からなる就業時 
      間との比率がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・基準時間比（変形労働） 
     ：基準時間の登録（変形労働）で設定した月度の基準時間と、予定と実績からなる就 
      業時間との比率がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・基準時間比（フレックス） 
     ：基準時間の登録（フレックス）で設定した月度の基準時間と、予定と実績からなる 
      就業時間との比率がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    対象勤務種類、対象就業時間帯に該当する内容が個人スケジュールに設定されている期 
    間が、設定した連続期間、またはそれ以上に連続しているかどうかをチェックします。 

    アラーム項目をチェックします。 

   個人スケジュールを１ヶ月で集計した形でチェックを行い、アラームを抽出します。 
   前日までの実績と当日以降のスケジュールを組み合わせてチェックします。
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   ・（予定時間＋総労働時間）×基準時間と目安金額の比較 
     ：該当月の予定と実績からなる支給金額と目安金額を比較した時、アラーム値に該当 
      するかケースを抽出します。 
      ※対象目安設定は「スケジュール」－「目安時間・金額の登録」から登録してくだ 
       さい。

   ③ 日数 

   ② 時間

   ・予定時間＋総労働時間 
     ：該当月の予定と実績からなる労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・予定時間＋総労働時間と目安時間の比較 
     ：該当月の予定と実績からなる労働時間と目安時間を比較した時、アラーム値に該当 
      するケースを抽出します。 
      ※対象目安設定は「スケジュール」－「目安時間・金額の登録」から登録してくだ 
       さい。 
 

   ・出勤日数 
     ：該当月の予定と実績からなる出勤日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休日日数 
     ：該当月の予定と実績からなる休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出日数 
     ：該当月の予定と実績からなる休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・公休日数 
     ：該当月の予定と実績からなる公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
   
   ・特休日数合計 
     ：該当月の予定と実績からなる特休日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出し 
      ます。 
 
   ・欠勤日数合計 
     ：該当月の予定と実績からなる欠勤日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出し 
      ます。

    各時間項目をチェックします。 

    各日数項目を個人毎にチェックします。 
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   ④ 残数（当月のみ） 

   ・年休使用数 
     ：該当月の予定と実績からなる年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出しま 
      す。 
 
   ・積立年休使用数 
     ：該当月の予定と実績からなる積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
 
   ・予定勤務日数＋勤務日数 
     ：該当月の予定と実績からなる勤務日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・予定勤務日数＋勤務日数と目安日数の比較 
     ：該当月の予定と実績からなる勤務日数と目安日数を比較した時、アラーム値に該当 
      するケースを抽出します。 
      ※対象目安設定は「スケジュール」－「目安時間・金額の登録」から登録してくだ 
       さい。

   ・公休残数 
     ：該当月の予定と実績から求められる公休残数がアラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
 
   ・年休残数 
     ：該当月の予定と実績から求められる年休残数がアラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
      ※月中での付与は考慮されませんので注意してください。 
 
   ・積立年休残数 
     ：該当月の予定と実績から求められる積立年休残数がアラーム値に該当するケースを 
      抽出します。 
      ※月中での付与は考慮されませんので注意してください。 
 
   ・振休残数 
     ：該当月の予定と実績から求められる振休残数がアラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
 
   ・代休残数 
     ：該当月の予定と実績から求められる代休残数がアラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
            ※代休残数を日数で管理する場合は、「代休残数」を利用します。 
 

    当月（締め月）の各残数項目をチェックします。 



Ⅶ-8-8

   ⑤ 優先使用（当月のみ） 

 ３．スケジュール年間 

   ・年休優先 
     ：該当月の実績と予定から年休残数を求め、年休残数がまだ残っているにも拘わらず 
      指定された勤務種類が個人スケジュールに登録されているケースを抽出します。 
 
   ・積立年休優先 
     ：該当月の実績と予定から積立年休残数を求め、積立年休残数がまだ残っているにも 
      拘わらず指定された勤務種類が個人スケジュールに登録されているケースを抽出し 
      ます。 
 
   ・振休優先 
     ：該当月の実績と予定から振休残数を求め、振休残数がまだ残っているにも拘わらず 
      指定された勤務種類が個人スケジュールに登録されているケースを抽出します。 
 
   ・代休優先 
     ：該当月の実績と予定から代休残数を求め、代休残数がまだ残っているにも拘わらず 
      指定された勤務種類が個人スケジュールに登録されているケースを抽出します。 

   ① アラーム

   ・（予定時間＋総労働時間）×基準単価 
     ：該当年の実績と予定からなる支給金額がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・（予定時間＋総労働時間）×基準時間と目安金額の比較 
     ：該当年の実績と予定からなる支給金額と目安金額を比較した時、アラーム値に該当 
      するケースを抽出します。 
 

    当月（締め月）の各残数が残っている場合に、優先すべき残数の勤務種類より先に「左 
    記残数を消化する前に使用してはいけない勤務種類」で設定した勤務種類を使用してい 
    るケースを抽出します。 

    アラーム項目をチェックします。 

   個人スケジュールを複数月で合計した形でチェックを行いアラームを抽出します。 
   前日までの実績と当日以降のスケジュールを組み合わせてチェックします。 

   ・時間代休残数 
     ：該当月の予定と実績から求められる時間代休残数がアラーム値に該当するケー 
      スを抽出します。 
      ※代休残数を時間で管理する場合は、「時間代休残数」を利用します。
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  ② 日数 

   ・予定時間＋総労働時間 
     ：該当年の実績と予定からなる労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・予定時間＋総労働時間と目安時間の比較 
     ：該当年の実績と予定からなる労働時間と目安時間を比較した時、アラーム値に該当 
      するケースを抽出します。 
 
   ・予定勤務日数＋勤務日数 
     ：該当年の実績と予定からなる勤務日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      ※勤務日数とは出勤日数とは異なり、半日出勤でも１日とカウントされる日数です。 
       休日出勤、振替出勤も含まれます。 
 
   ・予定勤務日数＋勤務日数と目安日数の比較 
     ：該当年の実績と予定からなる勤務日数と目安日数を比較した時、アラーム値に該当 
      するケースを抽出します。

   ・出勤日数 
     ：該当年の出勤日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休日日数 
     ：該当年の休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出日数 
     ：該当年の休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・公休日数 
     ：該当年の公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
  
   ・特休日数合計 
     ：該当年の特別休暇の合計日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・欠勤日数合計 
     ：該当年の欠勤の合計日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・年休使用数 
     ：該当年の年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・積立年休使用数 
     ：該当年の積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    各日数項目をチェックします。 
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 ４．日次 

  ① エラー 

   ・日別実績の確認で確認済みデータも抽出する 
     ：チェックをつけた場合、日別実績の確認で既に確認されているデータについてもア 
      ラーム抽出を行います。 
      ※エラー項目、アラーム項目に対して適用されます。 
 
   ・打刻漏れ 
     ：出勤・退勤／外出・戻り／育児介護外出・戻り／応援（作業）開始・終了の打刻が 
      漏れているケースを抽出します。 
 
   ・打刻順序不正 
     ：出勤・退勤／外出・戻り／育児介護外出・戻り／応援（作業）開始・終了の打刻で、 
      開始より終了の打刻時刻が早くなっているケースを抽出します。 
 
   ・休日打刻 
     ：勤務種類が休日系の場合に、出勤・退勤の打刻が存在しているケースを抽出します。 
  
   ・勤務種類未登録 
     ：登録されている勤務種類が勤務種類の登録に登録されていないケースを抽出します。 
 
   ・就業時間帯未登録 
     ：登録されている就業時間帯が就業時間帯の登録に登録されていないケースを抽出し 
      ます。 
 
   ・作業コード期限切れ 
     ：使用されている作業コードの有効期限が切れているケースを抽出します。 
 
 

    エラー設定を個人毎に行います。 

   日別実績を１日毎にチェックしアラームを抽出します。 
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  ② アラーム 
    アラーム項目をチェックします。 

   ・加給コード未登録 
     ：該当期間の日別実績に登録されている加給時間帯コードが加給時間帯マスタに登録 
      されていないケースを抽出します。 
 
   ・打刻漏れ（入退門） 
     ：入門・退門の打刻が漏れているケースを抽出します。 
 
   ・打刻順序不正（入退門） 
     ：入門・退門の両打刻が存在する場合に、開始より終了の打刻時刻が早くなっている 
      ケースを抽出します。 
 
   ・休日打刻（入退門） 
     ：勤務種類が休日系の場合に、入門・退門の打刻が存在しているケースを抽出します。 
 
   ・外国人の不法就労ﾁｪｯｸ 
     ：外国人に対して、以下のケースを抽出します。 
      ・在留期限が切れているケース 
      ・資格外活動許可がないケース 
      ・資格外活動許可はあるが、週28時間以上勤務しているケース 
      ・資格外活動許可はあるが、長期休暇で１日８時間以上勤務しているケース 
 
   ・契約時間超過ﾁｪｯｸ 
     ：労働契約情報の契約時間より多いケースを抽出します。 
 
   ・契約時間未満ﾁｪｯｸ 
     ：労働契約情報の契約時間より少ないケースを抽出します。 
 
   ・曜日別違反ﾁｪｯｸ 
     ：勤務できる曜日以外に勤務しているケースを抽出します。 
 
   ・曜日別の就業時間帯不正ﾁｪｯｸ 
     ：曜日別、または平日時の就業時間帯以外に勤務しているケースを抽出します。 
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   ・手入力 
     ：該当期間の日別実績が手入力で修正されているケースを抽出します。 
 
   ・二重打刻 
     ：該当期間の日別実績で、１回の勤務内で出勤打刻、または退勤打刻が複数件存在 
      しているケースを抽出します。 
 
   ・未計算 
     ：該当期間の日別実績で「日別実績の計算」が行われていないケースを抽出します。 
      ※勤務種類、就業時間帯、出勤時刻、退勤時刻を変更し、計算せずに登録した場合 
       などに未計算となります。 
 
   ・過剰時間（申請・入力） 
     ：該当期間の日別実績の計算結果として求めた時間を超える時間が登録されているケ 
      ースを抽出します。申請が反映されている場合や手入力による修正が行われている 
      場合などをチェックします。

   ・特定日出勤 
     ：該当期間の日別実績で、勤務した日が特定日に該当するケースを抽出します。 
 
   ・未反映打刻 
     ：該当期間の日別実績に反映されていない打刻データが存在しているケースを抽出 
      します。 
 
   ・未登録場所の打刻 
     ：該当期間の打刻データに登録されている場所が勤務場所の登録で登録されていな 
      いケースを抽出します。 
 
   ・実打刻オーバー 
     ：実打刻の時刻と、計算に使用する打刻を比較し、出勤であれば実出勤より早くなっ 
      ている、また、退勤であれば実退勤より遅くなっているケースを抽出します。 
 
   ・応援開始・終了不正 
     ：日別実績の最初の出勤時刻と応援（作業）データの最初の開始時刻、日別実績の 
      最後の退勤時刻と応援（作業）データの最後の終了時刻を比較し、応援（作業） 
      データが日別実績の出勤・退勤時刻からはみ出しているケースを抽出します。 

   ・打刻場所（通常と違う） 
     ：該当期間の日別実績で個人情報に登録されている通常の打刻場所と異なる場所で打 
      刻がされているケースを抽出します。 
 
   ・複数回勤務 
     ：該当期間の日別実績に二回目勤務の打刻が存在するケースを抽出します。 
 
   ・臨時勤務 
     ：該当期間の日別実績に臨時勤務の打刻が存在するケースを抽出します。 
 
   ・応援（通常場所以外） 
     ：該当期間の日別実績で、実際の勤務場所と通常勤務する場所が異なるケースを抽 
      出します。 
      通常の勤務場所と異なる勤務場所での勤務を「応援」とする場合に使用します。 
 
   ・応援（所属職場以外） 
     ：該当期間の日別実績で、実際の勤務職場と所属職場が異なるケースを抽出します。 
      勤務職場と所属職場が異なる勤務を「応援」とする場合に使用します。 
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  ③ 時間 

   ・二重打刻(入退門) 
     ：該当期間の日別実績で、１回の勤務内で入門打刻、または退門打刻が複数件存在 
      しているケースを抽出します。 
 
   ・本人確認 
     ：日別実績の確認機能を利用する場合に、本人が確認していない日別実績を抽出しま 
      す。 
 
   ・未確認 
     ：日別実績の確認機能を利用する場合に、承認者が確認しておらず、未確認の日別実 
      績を抽出します。

   ・遅刻時間 
     ：遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退時間 
     ：早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出時間合計 
     ：外出合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総労働時間 
     ：総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・残業時間合計 
     ：残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出時間合計 
     ：休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・深夜合計（内、外） 
     ：深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・フレックス時間 
     ：フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間 
     ：総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間－総労働時間 
     ：総拘束時間－総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    各時間項目をチェックします。 
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   ④ 時間（自由）

   ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

   ⑤ 回数

   ・外出回数 
     ：外出回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した時間項目についてチェックします。

    回数項目をチェックします。

   ⑥ 回数（自由）

   ・自由回数設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      回数項目設定画面で設定した加算する回数項目、減算する回数項目の合算回数がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラームの対象となる回数項目を回数項目設定画面で自由に設定します。 
    回数項目設定画面で設定した回数項目についてチェックします。

   ・インターバル時間 
     ：前日の退勤時刻から当日の出勤時刻までの時間がアラーム値に該当するケース 
      を抽出します。
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   ⑨ 連続時間 

    連続条件以外のアラーム条件は「③時間」と同じとなります。

    各時間項目がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、またはそれ以上に連続 
    しているかどうかを個人毎にチェックします。 

   ⑦ 金額（自由）

   ・自由金額設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      金額項目設定画面で設定した加算する金額項目、減算する金額項目の合算金額がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラームの対象となる金額項目を金額項目設定画面で自由に設定します。 
    金額項目設定画面で設定した金額項目についてチェックします。

   ⑧ 時刻（自由）

   ・自由時刻設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラームの対象となる時刻項目を時刻項目設定画面で自由に設定します。 
    時刻項目設定画面で設定した時間項目についてチェックします。
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   ⑩ 連続時間（自由） 

  ⑪ 連続（勤務／時間帯） 

    連続条件以外のアラーム条件は「④時間（自由）」と同じとなります。

   ・連続 勤務種類１～５ 
     ：対象勤務種類で選択した勤務種類が連続期間またはそれ以上に連続して使用されて 
      いるケースを抽出します。 
 
   ・連続 就業時間帯１～５ 
     ：対象就業時間帯で選択した就業時間帯が連続期間またはそれ以上に連続して使用さ 
      れているケースを抽出します。 
 
   ・連続休暇未取得 
     ：「１４日間連続」、または「７日間連続×２回」の休暇を取得できていない人を 
      チェックします。 
            ※「"7"日間２回」のチェックについては「"0"日間２回」と設定することで 
       "14"日間連続のチェックのみをおこなうことができます。

    アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、 
    またはそれ以上に連続しているかどうかを個人毎にチェックします。 

    対象勤務種類、対象就業時間帯に該当する期間が、設定した連続期間、またはそれ以上 
    に連続しているかどうかをチェックします。 
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 ５．週次 

  ① アラーム 

   ・３６エラー 
     ：３６協定目安時間の登録（３６エラー）で設定した週間の上限時間に達したケー 
            スを抽出します。 
 
   ・３６アラーム 
     ※３６エラーの時間と３６アラームの時間で２段階にチェックできるようになって 
      います。 
      その為、３６協定の上限に達する前に警告表示したい時間を設定してください。 
 
     ※３６協定チェック対象項目 
            「３６協定目安時間の登録」－「設定」にて３６協定時間の算出方法を設定しま 
      す。また、同じ画面でアラームリストのチェック方法（チェック対象期間）も設 
      定できます。 

    各時間項目をチェックします。 

    アラーム設定を行います。 

   日別実績を週毎に集計した形でチェックし、アラームを抽出します。 

  ② 時間 

   ・遅刻時間 
     ：遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退時間 
     ：早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出時間合計 
     ：外出合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・遅刻時間 
     ：遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
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   ・早退時間 
     ：早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出時間合計 
     ：外出合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総労働時間 
     ：総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・残業時間合計 
     ：残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出時間合計 
     ：休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・深夜合計（内、外） 
     ：深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・フレックス時間 
     ：フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間 
     ：総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間－総労働時間 
     ：総拘束時間－総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。
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  ③ 時間（自由） 

   ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間がア 
      ラーム値に該当するかどうかをチェックします。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

  ④ 日数／回数 

   ・出勤日数 
     ：出勤日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休日日数 
     ：休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出日数 
     ：休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・公休日数 
     ：公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・特休日数合計 
     ：特休日数合計がアラーム値に該当するかケースを抽出します。 
 
   ・欠勤日数合計 
     ：欠勤日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間をチェックします。 

    各日数／回数項目をチェックします。 
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  ⑤ 日数／回数（自由） 

  ⑥ 連続時間 

   ・日数／回数（自由） 
     ：アラーム対象としてチェックする日数／回数項目を自由に設定することができます。 
      １０枠まで設定できます。 
      日数／回数項目設定画面で設定した加算する日数／回数項目、減算する日数／回数 
      項目の日数／回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

   連続条件以外のアラーム条件は「②時間」と同じとなります。

   ・年休使用数 
     ：年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・積立年休使用数 
     ：積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・遅刻回数 
     ：遅刻回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退回数 
     ：早退回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出回数 
     ：外出回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    アラーム対象となる日数／回数項目を日数／回数項目設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数をチェックします。 

    各時間項目がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、またはそれ以上に連続 
    しているかどうかを個人毎にチェックします。 
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  ⑦ 連続時間（自由）

  ⑧ 連続日数／回数 

   連続条件以外のアラーム条件は「③時間（自由）」と同じとなります。

   連続条件以外のアラーム条件は「④日数／回数」と同じとなります。

  ⑨ 連続日数／回数（自由） 

    アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、 
    またはそれ以上に連続しているかどうかを個人毎にチェックします。 

    各日数／回数項目がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、また 
    はそれ以上に連続しているかどうかを個人毎にチェックします。 

    アラームの対象となる日数／回数項目を日数／回数設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数がアラーム値に該当する期間が、設定 
    した連続期間、またはそれ以上に連続しているかどうかをチェックします。 

   連続条件以外のアラーム条件は「⑤日数／回数（自由）」と同じとなります。 
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  ① エラー 

 ６．月次

   ・日次訂正あり 
     ：集計対象期間の日別実績が訂正されているケースを抽出します。 
 
   ・集計不十分 
     ：締め処理期間全ての日別実績が揃っていない状態で月間集計処理を実行した場合な 
      ど、集計対象期間のデータが不足した状態で集計されているケースを抽出します。 
 
      ・月次未確認 
     ：集計対象期間の月別実績が確認されていないケースを抽出します。 

  ② アラーム 

   ・手入力 
     ：修正画面から手入力で修正がされてるケースを抽出します。 
 
   ・３６エラー 
     ：３６協定目安時間の登録（３６エラー）で設定した月間の上限時間に達したケー 
            スを抽出します。 
 
   ・３６アラーム 
     ※３６エラーの時間と３６アラームの時間で２段階にチェックできるようになって 
      います。 
      その為、３６協定の上限に達する前に警告表示したい時間を設定してください。 
 
     ※３６協定チェック対象項目 
            「３６協定目安時間の登録」－「設定」にて３６協定時間の算出方法を設定しま 
      す。また、同じ画面でアラームリストのチェック方法（チェック対象期間）も設 
      定できます。 
 
   ・所定公休日数比 
     ：公休日数の登録で設定した月度の所定公休日数と、月別実績の公休日数を比較し、 
      所定公休日数との対比がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    エラー設定を行います。 

    アラーム設定を行います。

   月別実績をチェックし、アラームを抽出します。 
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  ③ 時間 

   ・遅刻時間 
     ：遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退時間 
     ：早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出時間合計 
     ：外出合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総労働時間 
     ：総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・残業時間合計 
     ：残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出時間合計 
     ：休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・深夜合計（内、外） 
     ：深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・フレックス時間 
     ：フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間 
     ：総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間－総労働時間 
     ：総拘束時間－総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・時間年休使用時間 
     ：時間年休使用時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    各時間項目をチェックします。 
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  ④ 時間（自由） 

   ・出勤日数 
     ：出勤日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休日日数 
     ：休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出日数 
     ：休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・公休日数 
     ：公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・特休日数合計 
     ：特休日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 

  ⑤ 日数／回数 

   ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠 
      まで設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間が 
      アラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間をチェックします。 

    各日数／回数項目をチェックします。 
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  ⑥ 日数／回数（自由） 

   ・日数／回数（自由） 
     ：アラーム対象としてチェックする日数／回数項目を自由に設定することができま 
      す。１０枠まで設定できます。 
      日数／回数項目設定画面で設定した加算する日数／回数項目、減算する日数／回 
      数項目の日数／回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

   ・欠勤日数合計 
     ：欠勤日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・年休使用数 
     ：年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・積立年休使用数 
     ：積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・遅刻回数 
     ：遅刻回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退回数 
     ：早退回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出回数 
     ：外出回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    アラーム対象となる日数／回数項目を日数／回数項目設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数をチェックします。 

   ⑦ 金額（自由）

    アラームの対象となる金額項目を金額項目設定画面で自由に設定します。 
    金額項目設定画面で設定した金額項目についてチェックします。
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  ⑧ 残数（当月のみ）

    当月（締め月）の各残数項目をチェックします。

  ＜公休残数 ～ 60H超級残数＞

   ・公休残数 
     ：公休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・実年休残数 
     ：実年休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      当月に付与がある場合、満額付与される条件でチェックします。 
 
   ・実積立年休残数 
     ：実積立年休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・振休残数 
     ：振休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・代休残数 
     ：代休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
      ・時間代休残数 
     ：時間代休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・時間年休残数 
     ：時間年休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・60H超休残数 
     ：60H超休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

   ・自由金額設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      金額項目設定画面で設定した加算する金額項目、減算する金額項目の合算金額がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。
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   ・実半日年休残数 
     ：実半日年休残数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・特別休暇残数01～20 
     ：特別休暇残数01～20がアラーム値に該当するケースを抽出します。

   ＜実半日年休残数 ～ 特休残数＞
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   ＜夏期休暇期間外 ～ 介護休暇上限＞

   ・特別休暇時間外/対象外 
     ：利用可能期間外に使用しているケースを抽出します。また、性別の制限などがあ 
      るにもかかわらず、誤って使用しているケースも抽出します。 
 
   ・子の看護休暇上限 
     ：子の看護休暇使用数が上限日数を超えているケースを抽出します。 
 
   ・介護休暇上限 
     ：介護休暇使用数が上限日数を超えているケースを抽出します。
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   ・年休優先 
     ：当月の日次データから年休残数を求め、年休残数がまだ残っているにも拘わらず 
      指定された勤務種類が日次データに使用されているかどうかをチェックします。 
 
   ・積立年休優先 
     ：当月の日次データから積立年休残数を求め、積立年休残数がまだ残っているにも 
      拘わらず指定された勤務種類が日次データに使用されているかどうかをチェック 
      します。 
 
   ・振休優先 
     ：当月の日次データから振休残数を求め、振休残数がまだ残っているにも拘わらず 
      指定された勤務種類が日次データに使用されているかどうかをチェックします。 
 
   ・代休優先 
     ：当月の日次データから代休残数を求め、代休残数がまだ残っているにも拘わらず 
      指定された勤務種類が日次データに使用されているかどうかをチェックします。 
 
   ・時間消化優先 
          ：当月の日次データから60H超休及び時間年休残数を求め、残数がまだ残っているに 
            も拘わらず指定された勤務種類が日次データに使用されているかどうかをチェック 
            します。 
 
   ・時間年休優先 
          ：時間年休が残っている状態で60H超休、時間代休を利用している場合にアラームと 
      します。 
 
   ・60H超休優先 
          ：60H超休が残っている状態で時間年休、時間代休を利用している場合にアラームと 
      します。 
 
      ・時間代休優先 
     ：時間代休が残っている状態で時間年休、60H超休を利用している場合にアラームと 
      します。

  ⑨ 優先使用（当月のみ）

    当月（締め月）の各残数が残っている場合に、優先すべき残数の勤務種類より先に「左 
      記残数を消化する前に使用してはいけない勤務種類」で設定した勤務種類を使用してい 
      るかどうかをチェックします。



Ⅶ-8-30

 ７．申請承認

   ・未承認１～５ 
     ：申請承認データから、申承認状況が未承認になっているデータが存在しているケー 
      スを抽出します。 
 
   ・未承認（反映条件未達） 
     ：申請承認状況が未承認（反映条件未達）になっている申請承認データが存在してい 
      るケースを抽出します。 
      ※反映状態未達とは、承認すべき人でまだ承認していない人がいる状態です。 
 
   ・否認 
     ：申請承認状況が否認になっている申請承認データが存在しているケースを抽出しま 
      す。 
 
   ・未反映（反映条件達成） 
     ：申請承認状況が未反映（反映条件達成）になっている申請承認データが存在してい 
      るケースを抽出します。 
      ※反映条件達成とは、承認されているが承認結果の反映がされていない状態です。 
 
   ・代理承認 
     ：代理承認者によって承認されている申請承認データが存在しているケースを抽出し 
      ます。 
 
   ・要承認 
     ：承認すべき申請承認データが存在しているケースを抽出します。 
 
   ・承認者未設定 
     ：承認者が設定されていないデータを抽出します。 
      タイムレコーダから申請する場合で、申請時に承認者をまだ設定していなかった場 
      合などに使用します。

   チェック対象者から申請されたデータをチェックし、アラームを抽出します。
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   ・遅刻時間 
     ：複数月の合計遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退時間 
     ：複数月の合計早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出時間合計 
     ：複数月の合計外出合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総労働時間 
     ：複数月の合計総労働時間がアラーム値に該当するかケースを抽出します。 
 
   ・残業時間合計 
     ：複数月の合計残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出時間合計 
     ：複数月の合計休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・深夜合計（内、外） 
     ：複数月の合計深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当するケース 
      を抽出します。 
 
   ・フレックス時間 
     ：複数月の合計フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間 
     ：複数月の合計総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間－総労働時間 
     ：複数月の総拘束時間－総労働時間の合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
 
   ・時間年休使用時間 
     ：複数月の合計時間年休使用時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。

 ８．複数月

  ① 時間

    各時間項目をチェックします。 

   月別実績を複数月分合計した形でチェックし、アラームを抽出します。 
   連続チェックと該当月数チェックは月毎のチェックとなります。
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  ② 時間（自由）

  ③ 日数／回数 

   ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の複数月の合算 
      時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。 

   ・出勤日数 
     ：複数月の合計出勤日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休日日数 
     ：複数月の合計休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出日数 
     ：複数月の合計休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・公休日数 
     ：複数月の合計公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・特休日数合計 
     ：複数月の合計特休日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 

    アラーム対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間をチェックします。 

    各日数／回数項目をチェックします。 
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   ・欠勤日数合計 
     ：複数月の合計欠勤日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・年休使用数 
     ：複数月の合計年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・積立年休使用数 
     ：複数月の合計積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・遅刻回数 
     ：複数月の合計遅刻回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退回数 
     ：複数月の合計早退回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出回数 
     ：複数月の合計外出回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

  ④ 日数／回数（自由）

   ・日数／回数（自由） 
     ：アラーム対象としてチェックする日数／回数項目を自由に設定することができます。 
      １０枠まで設定できます。 
      日数／回数項目設定画面で設定した加算する日数／回数項目、減算する日数／回数 
      項目の複数月の合計日数／回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラーム対象となる日数／回数項目を日数／回数項目設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数をチェックします。 

   ⑤ 金額（自由）

    アラームの対象となる金額項目を金額項目設定画面で自由に設定します。 
    金額項目設定画面で設定した金額項目についてチェックします。
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   ⑥ 平均時間 

   ・平均 遅刻時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 早退時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 外出時間合計 
     ：複数月の１ヶ月月平均外出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 総労働時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 残業時間合計 
     ：複数月の１ヶ月月平均残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 休出時間合計 
     ：複数月の１ヶ月月平均休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 深夜合計（内、外） 
     ：複数月の１ヶ月月平均深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当す 
      るケースを抽出します。 
 
   ・平均 フレックス時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 総拘束時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
 
 

  各時間項目の１ヶ月平均時間をチェックします。 

   ・自由金額設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      金額項目設定画面で設定した加算する金額項目、減算する金額項目の合算金額がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。



Ⅶ-8-35

 ⑦ 平均時間（自由） 

   ・平均 自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の複数月の合算 
      時間の１ヶ月月平均時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。 

  ⑧ 平均日数／回数 

   ・平均 出勤日数

  アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
  時間項目設定画面で設定した各時間の１ヶ月平均時間をチェックします。 

    各日数／回数項目の１ヶ月平均日数／回数をチェックします。

   ・平均 総拘束時間－総労働時間 
     ：複数月の総拘束時間－総労働時間の１ヶ月月平均時間がアラーム値に該当するケー 
      スを抽出します。 
 
   ・平均 フレックス時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 総拘束時間 
     ：複数月の１ヶ月月平均総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 総拘束時間－総労働時間 
     ：複数月の総拘束時間－総労働時間の１ヶ月月平均時間がアラーム値に該当するケー 
      スを抽出します。 
 
   ・平均 時間年休使用時間 
     ：複数月の月平均時間年休使用時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
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  ⑨ 平均日数／回数（自由）

   ・平均 日数／回数（自由） 
     ：アラーム対象としてチェックする日数／回数項目を自由に設定することができます。 
      １０枠まで設定できます。 
      日数／回数項目設定画面で設定した加算する日数／回数項目、減算する日数／回数 
      項目の複数月の１ヶ月月平均日数／回数がアラーム値に該当するケースを抽出しま 
      す。入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。 

   ・平均 休日日数 
     ：複数月の１ヶ月月平均休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 休出日数 
     ：複数月の１ヶ月月平均休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 公休日数 
     ：複数月の１ヶ月月平均公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 特休日数合計 
     ：複数月の１ヶ月月平均特休日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 欠勤日数合計 
     ：複数月の１ヶ月月平均欠勤日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 年休使用数 
     ：複数月の１ヶ月月平均年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 積立年休使用数 
     ：複数月の１ヶ月月平均積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出しま 
      す。 
 
   ・平均 遅刻回数 
     ：複数月の１ヶ月月平均遅刻回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 早退回数 
     ：複数月の１ヶ月月平均早退回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 外出回数 
     ：複数月の１ヶ月月平均外出回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    アラームの対象となる日数／回数項目を日数／回数項目設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数の１ヶ月平均日数／回数をチェックし 
    ます。
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  ⑩ 連続時間 

  ⑪ 連続時間（自由） 

  ⑫ 連続日数／回数

    各時間項目がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、またはそれ以上に連続 
    しているかどうかをチェックします。 

    アラームの対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、 
    またはそれ以上に連続しているかどうかをチェックします。 

    各日数／回数項目がアラーム値に該当する期間が、設定した連続期間、またはそれ以上 
    に連続しているかどうかをチェックします。 

   連続条件以外のアラーム条件は「①時間」と同じとなります。

   連続条件以外のアラーム条件は「②時間（自由）」と同じとなります。

   連続条件以外のアラーム条件は「③日数／回数」と同じとなります。
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  ⑬ 連続日数／回数（自由） 

  ⑭ 該当月数 時間 

  ・該当 遅刻時間 
     ：月別実績の遅刻時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 早退時間 
     ：月別実績の早退時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 外出時間合計 
     ：月別実績の外出時間合計時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケ 
      ースを抽出します。 
 
  ・該当 総労働時間 
     ：月別実績の総労働時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを 
      抽出します。 
 
  ・該当 残業時間合計 
     ：月別実績の残業時間合計時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケ 
      ースを抽出します。

    アラームの対象となる日数／回数項目を日数／回数設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数がアラーム値に該当する期間が、設定 
    した連続期間、またはそれ以上に連続しているかどうかをチェックします。 

    各時間項目がアラーム値に該当する月が設定回数に該当するかどうかチェックします。 

   連続条件以外のアラーム条件は「④日数／回数（自由）」と同じとなります。
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  ⑮ 該当月数 時間（自由） 

  ・該当 休出時間合計 
     ：月別実績の休出時間合計時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケ 
      ースを抽出します。 
 
  ・該当 深夜合計（内、外） 
     ：月別実績の深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当する月が、設 
      定回数に該当するケースを抽出します。 
 
  ・該当 フレックス時間 
     ：月別実績のフレックス時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケー 
      スを抽出します。 
 
  ・該当 総拘束時間 
     ：月別実績の総拘束時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを 
      抽出します。 
 
  ・該当 総拘束時間－総労働時間 
     ：月別実績の総拘束時間－総労働時間がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当 
      するケースを抽出します。

   ・該当自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間がア 
      ラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。 

    アラーム対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間がアラーム値に該当する回数が設定回数に該当する 
    かを個人毎にチェックします。 
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  ⑯ 該当月数 日数／回数 

  ・該当出勤日数 
     ：月別実績の出勤日数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 休日日数 
     ：月別実績の休日日数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 休出日数 
     ：月別実績の休出日数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 公休日数 
     ：月別実績の公休日数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 特休日数合計 
     ：月別実績の特休日数合計がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケース 
      を抽出します。 
 
  ・該当 欠勤日数合計 
     ：月別実績の欠勤日数合計がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケース 
      を抽出します。 
 
  ・該当 年休使用数 
     ：月別実績の年休使用数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを 
      抽出します。 
 
  ・該当 積立年休使用数 
     ：月別実績の積立年休使用数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケー 
      スを抽出します。 
 
  ・該当 遅刻回数 
     ：月次データの遅刻回数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを 
      抽出します。

    各日数／回数項目がアラーム値に該当する月が設定回数に該当するかどうかチェックし 
    ます。 
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   ・該当 日数／回数（自由） 
     ：アラーム対象としてチェックする日数／回数項目を自由に設定することができます。 
      １０枠まで設定できます。 
      日数／回数項目設定画面で設定した加算する日数／回数項目、減算する日数／回数 
      項目の日数／回数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽出 
      します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

   ・該当 早退回数 
     ：月別実績の早退回数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 
 
  ・該当 外出回数 
     ：月別実績の外出回数がアラーム値に該当する月が、設定回数に該当するケースを抽 
      出します。 

  ⑰ 該当月数 日数／回数（自由） 

 ９．任意期間 

   ① 時間 

    アラーム対象となる日数／回数項目を日数／回数項目設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した各日数／回数がアラーム値に該当する回数が設定回 
    数に該当するかをチェックします。 

    各時間項目をチェックします。 

   事前に集計した任意期間集計に対してチェックし、アラームを抽出します。 

   ・遅刻時間 
     ：遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退時間 
     ：早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。
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   ② 時間（自由） 

   ・外出時間合計 
     ：外出合計時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総労働時間 
     ：総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・残業時間合計 
     ：残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出時間合計 
     ：休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・深夜合計（内、外） 
     ：深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当するケースを抽出しま 
      す。 
 
   ・フレックス時間 
     ：フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間 
     ：総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・総拘束時間－総労働時間 
     ：総拘束時間－総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。

  ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラーム対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間をチェックします。 
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   ③ 日数／回数

   ・出勤日数 
     ：出勤日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休日日数 
     ：休日日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・休出日数 
     ：休出日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・公休日数 
     ：公休日数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・特休日数合計 
     ：特休日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・欠勤日数合計 
     ：欠勤日数合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・年休使用数 
     ：年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・積立年休使用数 
     ：積立年休使用数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
  
   ・遅刻回数 
     ：遅刻回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・早退回数 
     ：早退回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・外出回数 
     ：外出回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。

    各日数／回数項目を個人毎にチェックします。 
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   ④ 日数／回数（自由） 

  ・日数／回数（自由） 
     ：アラーム対象としてチェックする日数／回数項目を自由に設定することができます。 
      １０枠まで設定できます。 
      日数／回数項目設定画面で設定した加算する日数／回数項目、減算する日数／回数 
      項目の日数／回数がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラーム対象となる日数／回数項目を日数／回数項目設定画面で自由に設定します。 
    日数／回数項目設定画面で設定した日数／回数をチェックします。 

   ⑤ 金額（自由）

   ・自由金額設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      金額項目設定画面で設定した加算する金額項目、減算する金額項目の合算金額がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    アラームの対象となる金額項目を金額項目設定画面で自由に設定します。 
    金額項目設定画面で設定した金額項目についてチェックします。
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   ・平均 遅刻時間 
     ：平均遅刻時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 早退時間 
     ：平均早退時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 外出時間合計 
     ：平均外出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 総労働時間 
     ：平均総労働時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 残業時間合計 
     ：平均残業時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・平均 休出時間合計 
     ：平均休出時間合計がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
  ・平均 深夜合計（内、外） 
     ：平均深夜時間（内深夜時間、外深夜時間）がアラーム値に該当するケースを抽出し 
      ます。 
 
  ・平均 フレックス時間 
     ：平均フレックス時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
  ・平均 総拘束時間 
     ：平均総拘束時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
  ・平均 総拘束時間－総労働時間 
     ：総拘束時間－総労働時間の月平均時間がアラーム値に該当するケースを抽出ます。

   ⑥ 平均時間 
    各時間項目の出勤日における１日平均時間をチェックします。 
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   ⑦ 平均時間（自由） 

   ⑧ 比率 

   ・平均 自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間の平 
      均時間がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。 

 １０．年休付与 

  ・出勤率 
     ：暦日日数における出勤日数（休出日数、振出日数を含む）の比率（出勤率）がアラ 
      ーム値に該当するケースを抽出します。 
 
  ・休日・休暇率 
     ：暦日日数における休日・休暇日数の比率（休日・休暇率）がアラーム値に該当する 
      ケースを抽出します。

    アラーム対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間の平均時間をチェックします。 

    各項目の暦日日数における比率をチェックします。 

    年休付与期間における出勤率等のチェックを行い、アラームを抽出します。 
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   ・当月の付与対象者のみチェックする 
          ：当月に年休が付与される個人のみを抽出の対象に出来ます。 
      例）当月の締め期間が３／１～３／３１の場合、次回年休付与年月日が翌月の１日 
        （４／１）までになっている人が年休付与対象者となります。 
 
   ・年休付与用出勤率 
     ：年休付与時に算出する出勤率がアラーム値に該当するケースを抽出します。 
 
   ・年休消化率 
     ：前回年休が付与された時点から先月締め時点までの年休の消化率がアラーム値に該 
      当するケースを抽出します。 
 
   ・時間年休消化率 
     ：前回時間年休が付与された時点から前回締め時点までの時間年休の消化率がアラー 
      ム値に該当するケースを抽出します。 

   ・前回付与からの年休使用数 
        ：年5日（設定された値）の年休を取得しているかをチェックする場合に利用します。 
 
    下記の条件で絞り込んでチェックする事ができます。 
    ・次回年休付与日が  Xヶ月以内にある人のみチェックする。 
     例）残り１ヶ月の人を対象にチェックする場合に利用します。 
 
    ・前回の年休付与数が  X日以上の人のみチェックする。  
     例）年休の付与が10日以上の人のみを対象にチェックする場合に利用します。 
 
    ・前回付与までの期間が１年未満の場合、期間按分する。 
     例）入社6か月後に年休付与し、4/1に一斉付与に切り替えるような場合に 
       それぞれの付与日から１年をチェックする為に重複している期間を 
       按分してチェックする場合に利用します。 
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   ・ＩＤコード確認 
     ：カードＮＯが未登録のケースを抽出します。 
 
   ・年休付与テーブル確認 
     ：個人情報に割当てられている年休付与テーブルが年休付与テーブルの登録に登録さ 
      れていないケースを抽出します。 
 
   ・平日時勤務種類確認 
     ：個人情報に割当てられている平日時の勤務種類が勤務種類の登録に登録されていな 
      いケースを抽出します。 
 
   ・平日時就業時間帯確認 
     ：個人情報に割当てられている平日時の就業時間帯が就業時間帯の登録に登録されて 
      いないケースを抽出します。 
 
      ・休出時勤務種類確認 
     ：個人情報に割当てられている休出時の勤務種類が勤務種類の登録に登録されていな 
      いケースを抽出します。 
 
   ・休出時就業時間帯確認 
     ：個人情報に割当てられている休出時の就業時間帯が就業時間帯の登録に登録されて 
      いないケースを抽出します。

 １１．マスタチェック

    各種マスタの登録状態・内容をチェックし、アラームを抽出します。
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 １２．３６協定 

   ・３６協定時間（１週間） 
     ：週間の上限時間に対してチェックを行い、エラー値に該当するケースを抽出しま 
      す。 
 
   ・３６協定時間（１ヶ月） 
     ：１ヶ月の上限時間に対してチェックを行い、エラー値に該当するケースを抽出し 
            ます。 
 
   ・３６協定時間（２ヶ月） 
     ：２ヶ月の上限時間に対してチェックを行い、エラー値に該当するケースを抽出し 
            ます。 
 
   ・３６協定時間（３ヶ月） 
     ：３ヶ月の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出 
      します。 
 
   ・３ ６協定時間 （年間） 
     ：年間の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出し 
      ます。

    ３６協定目安時間の登録で設定した上限時間に指定した％をかけて求めた値と、３６協 
    定チェック対象時間を比較し、アラーム値に該当するケースを抽出します。 
    ※３６協定チェック対象項目は名称の設定にて残業・休出の名称部分にチェックをつけ 
     たものとなります。またフレックス・変形労働・基準時間からの割増計算を行う場合 
     にはそこで割増項目も対象となります。 

   ・勤務場所確認 
     ：個人情報に割当てられている勤務場所が勤務場所の登録に登録されていないケース 
      を抽出します。 
 
   ・作業コード１～５確認 
     ：個人情報に割当てられている作業コード１～５が作業の登録に登録されていない、 
      また有効期限が切れていないケースを抽出します。 
 
   ・休日時勤務種類確認 
     ：個人情報に割当てれている休日時の勤務種類が勤務種類の登録に登録されていない 
      ケースを抽出します。

      <３６エラー>  



Ⅶ-8-50

      <３６アラーム>  

   ・３６協定時間（１週間） 
     ：週間の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出しま 
      す。 
 
   ・３６協定時間（１ヶ月） 
     ：１ヶ月の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出し 
      ます。 
 
   ・３６協定時間（２ヶ月） 
     ：２ヶ月の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出し 
      ます。 
 
      ・３６協定時間（３ヶ月） 
      ：３ヶ月の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出し 
            ます。 
 
   ・３６協定時間 （年間） 
     ：年間の上限時間に対してチェックを行い、アラーム値に該当するケースを抽出しま 
            す。

    ・法定上限（１ヶ月）   
      ：法定休日労働を含む時間でチェックします。 
       『36協定目安時間の登録』ページの＜法定上限（１ヶ月）＞欄に入力した値 
       でチェックします。 
 
    ・法定上限（複数月平均） 
      ：法定休日労働を含む時間でチェックします。 
       『36協定目安時間の登録』ページの＜法定上限（複数月平均）＞欄に入力した 
       値でチェックします。 
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  ② 工数－時間 

   ・工数時間チェック（工数） 
     ：工数時間がアラーム値に該当するかどうかをチェックします。

  ③ 工数－時間（自由）

   ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

    工数に関する時間項目をチェックします。 

    工数の時間項目に対してアラーム対象となる時間項目を時間項目設定画面で自由に設定 
      します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間を個人毎にチェックします。 

  ① 工数－アラーム 

 １４．工数チェック

    オフィスヘルパーを導入している場合で、工数入力を使用して入力した値をチェックし 
    て、アラームを抽出します。 

   ・工数未入力（工数） 
     ：工数が入力されているかどうかチェックします。 
 
   ・工数未出社入力（工数） 
     ：未出社（休日など）の日の工数が入力されているケースを抽出します。 
 
   ・工数未確認 
     ：該当期間の工数が入力された内容を誰も確認していない場合に抽出します。

    工数に関するアラーム設定を個人毎に行います。
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  ④ 日報－アラーム

   ・工数未入力（日報） 
     ：工数が入力されていないケースを抽出します。 
 
   ・工数未出社入力（日報） 
     ：未出社の日の工数が入力されていないケースを抽出します。 
 
   ・工数未確認 
     ：該当期間の工数が確認されていないケースを抽出します。

  ⑤ 日報－時間

   ・工数時間チェック（日報） 
     ：工数時間がアラーム値に該当するかどうかをチェックします。

    日報入力での工数に関するアラーム設定を行います。 

  ⑥ 日報－時間（自由）

    日報での工数に関する時間項目をチェックします。 

  ・自由時間設定枠１～１０ 
     ：アラーム対象としてチェックする項目を自由に設定することができます。１０枠ま 
      で設定できます。 
      時間項目設定画面で設定した加算する時間項目、減算する時間項目の合算時間がア 
      ラーム値に該当するケースを抽出します。 
      入力した警告名は、アラームリストのアラーム項目名に表示されます。

 
     POINTPOINTPOINTPOINT 

 
   「④ 日報－アラーム」から「⑥ 日報－時間（自由）」の項目はオフィスヘルパーを利用 
   している場合のみ設定が可能となります。オフィスヘルパーが導入されていない場合はこ 
   れらの項目は表示されません。 

    日報での工数の時間項目に対してアラーム対象となる時間項目を時間項目設定画面で自 
      由に設定します。 
    時間項目設定画面で設定した各時間をチェックします。



Ⅶ-8-53

 １５．４週４休チェック

   ・４週４休 
     ：４週間で４日の休日が未取得の人をチェックします。 
      ※細かい設定は各種機能の設定のマニュアルを参照してください。




